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陳 力 衛

中国へ観光旅行の日本人一同は、 どこへ行っても 「ここを20分 見物 しま

しょう」 と、同じことを繰 り返しいっている中国人のガイドさんに一言、

厂きみはワンパ ターンだね」 と。すると、ガイ ドさんはみるみるうちに顔

から血がひくようになった。厂ワンパターン」を中国語の 「王八蛋[wang

badan]」 と聞き受けたからである。それが中国で もっ ともひどく人 を侮

辱することばなので、一瞬 はりつめた雰囲気になった。その場では一応 こ

となきを得たが、両方 にとって相当なショックだった。

中国人の日本語学習者の特徴のひとつは、語彙 を習得するときのアンバ

ランスが挙げられる。つまり、和語、漢語、外来語のうち、漢語のほうの

習得がわ りとやさしいので、自然 とその語彙数が増えて好んで使 うように

なる。その反対 は外来語が不得手でその増加の勢いについていけないか

ら、冒頭のような誤解が起 ったわけである。

ところが、日本語にはもともと同音語が多 くて、日本語学習者を悩 まし

てきたが、外来語の増加 によって新たな同音語 を生み出すようになった。

いままでの場合、多 くは漢字音 によってもたらされた もので、同じ読みに

違 った漢字を当てていたため、話 しことばでは誤解が生 じやす くても、書

きことばではす ぐ解消できる仕組みになっている。 しか し、外来語の場合

は、話 しことばでは既存の和語、漢語、外来語 と重なるだけでなく、書 き

ことばでもまった く同じ表記のものが二っ以上出てくる と、意味の区別が

ますますつきにくくなるのである。

実は、そういう懸念 はすでに三十年前 にも出ている。国立国語研究所報
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告20『 同音語の研究』(1961、 松尾拾、田中章夫)で は、洋語(外 来語)

についてこう書かれている。

洋語は、かたかな書 きで表記 されるので、 もし同音語が数多 く存在す

ると、その判別は、かな り難 しくなると推定される。しか し実際には、

字音語などに比べると、その総数がずっと少ない上、使われ る音韻が字

音語よりも広い範囲にわたっていてバ ラエティに富んでいるため、同音

語が生 じる可能性は、それほど高 くない と考えられる。(中 略)し かし、

今後、洋語がつぎつぎ借 り入れ られ、その数が増加 し、日常生活 にも数

多 く取 り入れられてくると、同音語 としての問題が深刻 になって くるこ

とがない とは言えない。そうなると、字音語における同音語の問題 は、

現行の文章の表記法の範囲では、主 として話 ことばの場合にだいたい限

られているのに対 して、洋語では書 きことばにおいても、支障が生 じう

る点に注意すべきである。

この三十年間の外来語のすさまじい増加について言 うまでもないが、専

門用語だけでなく、 日常生活 まで広 く使われている。特に新聞、テレビな

どによる伝播 は常に時代の先端を走 っている外来語のイメージをより日常

的に近づけて くれたため、外来語にか らんだ同音 による誤解 も多 くなって

きた。本稿ではこうした問題を日本語学習者の角度か ら見て、二、三例 を

通 して検討 してみたいと思う。

外来語 と和語

いっかNTTの テレビCMを 見た とき、画面には少女がいて、なにか思

い浮かべる表情で電話 をしている。そこで流れたナレーターのセ リフは

「と一 くのひ」だった
。聴覚だけにた よれば、それは 「遠い日への回想 を

しながら、昔の恋人の思い出でもしているかな」 と納得する。つまり 「ト

ークの日」を 「遠 くの日」 と誤解してしまう
。

こうして書いてみると、視覚上の確認によって誤解が解消されるはずだ
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が、しか し、現代語の表記の現状から考えると、まだはっきりと決められ

ないのである。あたか も 「トラバーユ」 を 「とらば一ゆ」(雑 誌名)、 「プ

レイス」を 「ぶれいす」(新 聞のテレビ欄)と するように、普段片仮名で

表記されたものをわざと平仮名に書き換えて、人々の目をひきつける常套

手段があるからである。

こういう誤解の根底 には、 もちろんそれな りの理由がある。外国人の日

本語習得 は当然ながら基礎文法 と基本語彙から入ってだんだんと語彙量を

増や してい くのだが、そこで新 しい外来語 を耳でキャッチ したときの反応

として、なるべ くすでに習得 していた日本語でその音に当てはめて意味を

つかもうとするものである。その とき、もっとも普通のことばの一つ 厂遠

く」は最初に浮かんで くるの も不思議ではない。それだけでな く、文法上

でも、日本語の一部の形容詞は形容詞プラス名詞のとき、「遠 くの山々」

「多 くのばあい」などのように使用可能である。更 に、意味的にも日本語

の 「遠い」は時間的にも空間的にも使えるので、厂遠 くの日」があって も

不自然ではなかろうか。いつか新聞のCM評 論を読んだ覚えがある。「誤

解の楽 しさ」とい う題だった らしいが、むしろこの種の誤解 を生み出せ る

広告を賞賛してい る。あるいはNTTの 広告 もこういう狙いがあったかも

しれない。

しかし、語の結合や文脈 などによって誤解 の度合い も違って くるだろ

う。外来語ではないが、 日本 に来て間 もない とき、 しょっちゅうテレビで

「どこそこをカタクソウサする」 ときこえて くる。ソウサの意味 はむろん

まぎれもなく 厂捜査」だったが、カタクはずっと形容詞の 「かたい」の連

用形だと思っていた。

かた く禁ずる かた く断る

のように 「きびしく」する意味が含 まれているわけである。そういう先入

観があって こそ、「どこそこをきびしく、 くまなく捜査す る」 と我流 に納
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得できたのである。ある日、テレビの字幕の 「家宅捜査」 をみるまでは自

分の間違いに気がつかなかった。それは名詞の 「家宅」 という言葉の意味

範囲 に中国語 と日本語 とが差があ ることに もよるが、中国語 で はただ

「家」そのものをさすに止 まるのに対 して
、 日本語は 「家」 に限 らず、「会

社、銀行、商店」などすべて 「家宅」 に含 まれている。「リクルー ト」 も

「佐 川 急 便」 も 「家 宅
」捜 査 され て し ま う。因 み に こ の ワ ー プ ロ

(OASYS30LX)で も 「かた くそうさ」を打 てば、出てくるのは 「固 く捜

査」であった。

「トーク番組」のように、形容詞の連用形が直接名詞につかぬ という文

法法則が働 けば、「トーク」を 「遠 く」へ と誤解 される可能性がずっ と少

な くなる。その意味で考えれば、「国会デモ/国 会で も」、厂都バス/飛 ば

す」、「アイス/愛 す」「マイル/参 る」のような同音語の対 は実際に使用

上においては誤解の生 じる可能性が少ないだろう。 とくに助詞、助動詞の

っいた場合はなおさらそうである。

「トーク」 とい うことぼを辞書で確認できたのはわずかここ二
、三年の

ことである。小学館の 『カタカナ語の辞典』(1990)で は、

トーク(英talk)テ レビ番組やステージのショーでのおしゃべ り。*

朝 日82・10・13「 その道のスペシャリス トを迎え、 トークと歌でつづる

ワンマンショー」

と例 をつ けて説明 している。「おしゃべ り」に関して、 日本語 はすでに

「話す、語る、話 し合 う、談話、対談、座談、会談」な どがあるにもかか

わらず、さらに 「トーク」の入る余地が与 えられていた。それは和語、漢

語のあった類語の中に新 しいイメージの外来語を取 り入れても共存できる

日本語語彙の大 きな特徴であろう。

外来語 と漢語

日本に来る前に野球 について全然 しらなかった私は、シーズン中に否応
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なしに中継 を聞かされるうちに、おのずから納得 してい く言葉がある。

場面は一死二塁、みんなが期待 している中で、打球が遊 ごろになって、

「ゲッツー」 というアナウンサーのかん高い声 とともに、観衆の溜め息が

伝わって くる。

なるほど、それは痛かった。ましてやダブルプレーで、その痛みは倍に

なるのだか ら、当然、「激痛」のはずだ と思 っていた。考 えてみても、「そ

のミスはとても痛かった」 と、試合を振 り返る監督の言葉の通 り、形容詞

の比喩的意味は程度副詞の修飾を受けて も消えないか ら、同じ修飾構造の

「激痛」 もそうなって もおかしくないはずだが。

何人か野球好 きの中国人 にその 「ゲッツー」の意味を聞いたら、なんと

十中八九 「激痛」の回答が返 って くる。お もわず、失笑。そこで、気がつ

いたのは、中国語では熟語のレベルになっても比喩義がちゃん とついてい

るからではなかろうか。

意味先行の根底にはやはり中国語 としての母国語の干渉が考えられ る。

日本語の 「痛い」は程度副詞の修飾が受けられるが、いったん、漢字熟語

の一部になると、その比喩的意味が働かず、たんにもとの感覚形容詞 とし

ての意味だ けが残 る。「激」 という程度 を表わす もっとも流行の語構成要

素(激 写、激論、激辛など)と 合成 した 「激痛」でも、ただ 「はげしい痛

み」 という意味に止まるだけであった。一方、中国語 はこうい う場合、例

えば、厂酷」 という程度 を表す語構成要素 と合成した 「酷熱」 は、「たいへ

んあつい」 という意味を表すだけでな く、「酷熱的心」(と て もあつい心)

のように、熟語の段階でもその形容詞 の比喩義 を表すことが出来る。(日

本語の 「酷暑」 は 「きびしいあつさ」の意味 しかない)そ の意味で中国人

の理解 として、「痛い」は文の中で比喩意味を表す以上、熟語になっても

その意味が残 るはずだということであった。むろん、その深層には、中国

語の文の構造 と熟語の構造の区別がないことが挙げ られ、熟語の単位で も
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文の延長線にあるか ら、文で可能な比喩表現は熟語に到って も可能なわけ

である。日本語 はそうではな く、熟語のレベル と文のレベルでは構造が一

致 しないので、文のレベルで可能な比喩表現 は熟語のレベルではいけな く

なるのだ。

同じプロ野球の例だが、解説者はある投手のことを紹介していう、

厂あの投手はアメリカ留学を経てシンカーを覚えた」

ここの 「シンカー」 という語 をきいて、迷わず頭 に浮かんで きた のは

「真価」であった
。その意味 は 『岩波国語辞典』(第 四版)に よれば、

真価を認める、真価 を発揮する、真価を世 に問う。

といったように、「本当の値打ち」か ら、厂本当の腕前」 ともとれそうな意

味もある。 もともとアメ リカは野球の本場であるので、そこでの留学を経

て、本格の腕前 を覚えたと、考えられるのであった。

漢語 というカテゴリーの中で、「しんか」 という発音 と言えば、「進化、

深化、臣下、神火」な どいろいろあるのに、厂覚える」 という動詞 とくっ

つきやすいのはやは り 「真価」であった。同じことは、「ゲッツーをとっ

た」場面 を 厂激痛 をとった」 とまで理解 は行かないのもやはり文脈 による

ところが大きいと言えよう。

この二例 はいずれも話 しことばでの誤解だが、厳格 にいうと、それぞれ

表記上ではもともと違っていたし、音韻的にもす こしずれがある。

ゲツツー 激痛(げ きつう)

シンカー 真価(し んか)

前者 は表記上では本来 「劇痛」 とされていたが、厂劇」と 「激」が日本語

では漢字整理のため、相通ず るようになったが、中国語では 「劇痛」しか

ない。音韻上では促音 によって区別がつ くはずだが、「げきつう」の場合

も促音 を生 じる可能性があるので、意味先行 によって、「激痛」が浮かん

で くるわけである。後者の場合 はただ長音の有無だけで、実際話 している
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ときは区別がつきにくい。

「ゲッツー(gettwo)」 も 「シンカー(sinker)」 も米 国から取 り入 ら

れ、前者は連続した一つのプレー中に二人 をアウ トにすることだが、後者

は投手の投球が打者の前で沈むように落ちる変化球 という。少々専門的で

はあるが、シーズン中に頻繁に耳 にすることを考えれば、いつか 「ピンチ

ヒッター」「リリーフ」 と同じように日常用語に入 って くることも予想で

きる。

外来語 と漢語 との同音はそのほか数多 くある。 よく挙 げられているのは

「ソーセージ/双 生児」「ソーダ/操 舵」「センス/扇 子」「コー ド/高 度」

などである。が、助詞や助動詞のっ く具合か ら見 ると、後の二対が誤解さ

れやすい。

かれは(絵 の)セ ンス/扇 子 がある

コー ド/高 度 が違 う/あ る

しかし、実際には 「センス」 と 「扇子」 とはアクセントが違 うので、ある

程度 その誤解が解消 され るだろうが、「コー ド」 と 「高度」 とはアクセ ン

トも同じで、使い方 も似たようなところがあるから注意すべ きである。

外来語 と外来語

トラック競技に移った次の 日は雨だった。

の場合、一瞬道路で走 っている トラック(truck)に よる競技だ と誤解す

る人 は中国人だけでな く、母国語 による干渉 と関係なく一般の学習者にも

起 こりうることである。 これは冒頭 にも述べたように、前の2例 と質的な

違いがある。表記上では全 く同じなので、音 はもちろんのこと、形 も同じ

だか ら、話 しことばで も、書 きことばでも誤解の確率が高 くなると考えら

れる。

バス(bus,bath,bass)

ノ・ミレ・一(ballet,volley)
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ロック(rock,10ck)

ライ ト(right,light)

このような外来語同士の同音化を形成する原因 として、大抵次の二つの

ことが考えられ る。一つは外国の原語そのものが別語形 をしながらも、発

音が同じなので、 日本語になるとき、外来語 としても同じ語形 となる。例

えば、

night(夜)[nait]ナ イ ト

knight(騎 士)[nait]ナ イ ト

これはむしろ極少な くて、多 くは前に挙げたような違った原語の発音を

もつ語(あ るいは発音 は近いが、一応区別された二語)を 一っの形にした

ものである。つまり、外来語の同音 は、日本語の音韻組織に組み入れ られ

るべ く、その限られた範囲内での改造 によって生 じたのである。

上 に挙げた外来語 との同音による誤解は単に単語習得量の不足によるも

のだと片づけられがちだが、母国語による干渉や 日本語文法による類推な

ども見逃せない原因の一つと考えられる。近頃 「誤解のメカニズムの記述

をめざして」(『日本語学』1992・12)と いった研究 も見られ、聴覚などの

場面 による誤解の解明は音韻、文法、語彙 に限 らず、言語習得者の社会背

景をも重要視 しなければならないので、大変な作業 になるのだろう。その

意味でここに挙げた二、三例 はその一助になれば幸いだ と思 う。
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